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都市再生整備計画

（第２回変更）



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 308 ha

平成 26 年度　～ 平成 29 年度 平成 26 年度　～ 平成 29 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H24年度 H29年度

％ H26年度 H29年度

○歴史・文化の知識と魅力を伝えるイベントの開催等、観光交流のためのソフト事業を進め観光客数の減少に歯止めをかける必要がある。
○歩道等の未整備区間や観光案内所が老朽化しており、貴重な歴史遺産を活かす為の基盤整備が必要とされている。
○人口流出の抑制と定住促進を図るため、良好な居住空間の形成と充実を図ることが求められている。

○魅力的な個性あるまちづくりを展開していくために、本区域の特性である緑豊かな自然環境や歴史資産を観光事業に活用する。
○徒歩圏内の生活利便性及び安全性の向上・維持を行い都市機能の更新及び充実を図る。

従前値

都道府県名 岐阜県 関ヶ原町

計画期間 交付期間

”歴史・自然・人とのふれあいタウン”の形成を図る
　目標１：地域の財産である歴史資産と豊かな自然を活かした観光産業の増進
　目標２：社会基盤を整備・更新し安全かつ利便性の高い市街地の形成
　目標３：観光振興意識の向上と住民主動の交流活動の推進

○関ケ原町は、関ヶ原合戦場を代表とした多くの史跡や文化財などの歴史的遺産が残されており、全国的にも知名度の高い町である。
○関ケ原町へ訪れる観光客数は平成19年の1,078千人をピークに減少傾向にあり平成24年には848千人となっている。
○関ケ原町は、岐阜県の西端にあり、滋賀県に隣接している。また、中京圏と関西圏の中間地点にあり、北からは伊吹山、南からは鈴鹿山脈が迫る地形的要因により、東海道本線及び東海道新幹線、
　名神高速道路関ケ原インターチェンジ、国道など交通幹線が集中する交通の要衝にある。
○関ケ原町の人口は昭和45年の10,788人をピークに減少を続けており、昭和63年のユニチカ撤退後は1万人を割り、平成22年には8,096人となっている。また老年人口割合は平成12年で22.4％、
  平成22年には30.2％と増加している。
○観光案内所は、駅前に立地しているが狭小であるため、観光客の休憩スペース及び交流スペースがない。
○観光案内所は、地域のボランティアの方によって運営されているが平均年齢74～75歳と高齢の方が多く、将来の活動が懸念されている。
○駅北道路は、歩道が未整備であり街灯がないため歩行者の安全が充分に確保されていない。

社会基盤に対する満足度 アンケートによる社会基盤に対する満足度
道路、広場等の公共施設の整備により、住民
の社会基盤に対する満足度を高める。

18.01% 18.91%

定　　義 目標値指　　標

観光客数 観光動向調査における観光客数

観光交流館の整備及びイベントの開催により
観光を活性化し、観光客数の下げ止まりを図
る。

848,000 721,000

関ケ原町中心市街地地区 面積

目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針３：観光振興意識の向上と住民主動の交流活動の推進
　○駅前観光交流舘の整備により、観光客との交流の場を形成する。
　○駅北の東首塚（国指定史跡）の東に観光客が休憩できるポケットパークを整備し、観光客の交流の場を形成する。
　○駅前等で住民や観光客が参加するイベントを開催することにより、地域の産業振興への意識の向上を図る。
　○地域の歴史及び観光資源についての勉強会や観光振興及び地域づくりについてのワークショップを行うことにより観光産業を担う人材の育成を図る。

■基幹事業
・高次都市施設（観光交流センター）：駅前観光交流館
・地域生活基盤施設（広場）駅北ポケットパーク

□提案事業
・まちづくり活動推進事業：にぎわいまちづくり創造
・まちづくり活動推進事業：地域資源を活かした観光振興

方針に合致する主要な事業
方針１：地域の財産である歴史資産と、豊かな自然を活かした観光産業の増進
　○観光客が利用する道路・情報板の整備により、観光の快適性を向上させる。
　○観光交流館を整備することによって、観光の窓口とし観光事業の発展を目指す。
　○観光客が休憩できるポケットパークの整備及びイベントの実施により、観光事業を活発化させる。
　○テレビなどのマスメディア、出版会社又はゲーム会社とのタイアップにより観光の振興を図る。

■基幹事業
・道路：町道駅北８号線
・道路：町道駅北９号線
・高次都市施設（観光交流センター）：駅前観光交流館
・地域生活基盤施設（広場）駅北ポケットパーク
・地域生活基盤施設（情報板）：観光サイン

□提案事業
・まちづくり活動推進事業：にぎわいまちづくり創造
・まちづくり活動推進事業：地域資源を活用した観光振興

方針２：社会基盤を整備・更新し安全かつ利便性の高い市街地の形成
　　○歩行者道を整備することで生活の安全性及び利便性の向上を図る。

■基幹事業
・道路：町道駅北８号線
・道路：町道駅北９号線

□提案事業
・事業活用調査：事業効果分析



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 関ヶ原町 直 95ｍ 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 13.0 13.0 13.0 13.0

道路 町道駅北9号線 関ケ原町 直 300ｍ 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 3.0 3.0 3.0 3.0

公園

古都及び緑地保全事業
河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設（広場） 関ヶ原町 直 1000㎡ 平成29年度 平成29年度 平成29年度 平成29年度 10.0 10.0 10.0 10.0

地域生活基盤施設（情報板） 関ヶ原町 直 44箇所 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 5.0 5.0 5.0 5.0

地域生活基盤施設（駐車場）

地域生活基盤施設（地域防災施設）

高質空間形成施設（カラー舗装）

高質空間形成施設（歩道上屋設置）

高次都市施設（観光交流センター） 関ヶ原町 直 580㎡ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 75.0 75.0 75.0 75.0

高次都市施設（地域交流センター）

地方都市リノベーション推進施設（教育文化施設）

生活拠点施設（地域交流センター）

既存建造物活用事業（観光交流センター）

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 106.0 106.0 106.0 0.0 106.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

事業効果分析 計画地区内 関ヶ原町 直 - 平成29年度 平成29年度 平成29年度 平成29年度 5.0 5.0 5.0 5.0

関ヶ原町 直 - 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 10.0 10.0 10.0 10.0

関ヶ原町 直 - 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 2.0 2.0 2.0 2.0

合計 17.0 17.0 17.0 0.0 17.0 …B
123

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

岐阜県・関ケ原町 内閣府 4,750㎡ ○ 平成27年度 平成30年度 1,000

合計 1,000

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

関ケ原ビジターセンター事業 関ケ原ビジターセンター

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

にぎわいまちづくり創造事業 関ヶ原駅周辺

地域資源を活かした観光振興事業 計画地区内

交付期間内事業期間
細項目

地域創造支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

既存建造物活用事業（地域生活基盤施設：広場）

駅前観光交流館

高次都市施設（人工地盤等）

駅北ポケットパーク

観光サイン

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 123 交付限度額 49.2 国費率 0.4

交付期間内事業期間
細項目

町道駅北8号線



都市再生整備計画の区域

関ケ原町中心市街地地区（岐阜県関ケ原町） 面積 308 ha 区域 関ケ原町関ケ原、玉の一部

1/25000

関ケ原町中心市街地地区

（308ha)

関ヶ原ＩＣ


